
みずから地域を守るため！ 水防工法研修会を開催します。
～今年は昭和４４年黒部川大洪水から５０年、災害の記憶と水防技術をしっかり継承～
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黒部河川事務所

１．日 時 ： 令和 元年 ６月 ２日（日） ９：００～１１：３０

２．場 所 ： 黒部市出島地先（黒部川左岸 国道８号バイパス四十八ヶ瀬
大橋の上流（別紙参照））

３．実施内容 ： 縄結び、積み土のう工、月の輪工、川倉工、竹蛇籠工

４．参加機関 ： 黒部川水防連絡会（黒部市、入善町、朝日町、新川地域消防
組合、富山県、関西電力(株)、北陸電力(株)、あいの風とや
ま鉄道(株)、富山地方気象台、黒部河川事務所）
竹蛇籠保存会、防災エキスパート

５．そ の 他 ： 参加人数は約１４０名。小雨決行。見学自由。

黒部川水防連絡会では、梅雨・台風等による本格的な出水期に備え、水防
技術の習得・研鑽を目的として「水防工法研修会」を開催します。
研修会は地元消防団を主体として、水防活動を迅速かつ的確に実施するた

め「縄結び」や「土のう製作」などの基礎的な技術の講習をはじめ、堤防の
決壊を防ぐための「月の輪工」や「川倉工」などの様々な水防工法について
実践的な訓練を実施します。
また、黒部川でかつては盛んに活用されていた伝統工法「竹蛇籠工(たけじゃ

かごこう)」の実演も行います。

黒部河川事務所 Tel.0765-52-1122（代）
〒938-0042 黒部市天神新１７３ http://www.hrr.mlit.go.jp/kurobe/

お問い合わせ先

副所長（技術）
河川管理課長

（ 代 表 ）
（ 河 川 管 理 課 ）

古 山 利 也
三 浦 慶 一

Tel : 0765-52-1122  
Tel : 0765-52-4687

国土交通省 北陸地方整備局 黒部河川事務所

研修実施状況（川倉工）

堤防決壊の様子
（入善町福島地内）

竹蛇籠による水防活動 （写真上・
昭和33年）と、竹蛇籠保存会による
実演の様子（写真下）

被災状況
家屋全壊半壊7戸、 床上浸水 436戸
床下浸水 410戸、 浸水面積1050ha

［メモ］
昭和44年（1969）8月の大洪水から50年



【別紙】
　令和元年度　

黒部川水防工法研修会　会場位置図
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※新国道8号四十八ヶ瀬大橋から堤防には進入できません。

旧国道8号黒部大橋もしくは下黒部橋からアクセスできます。
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アンダーパスで
下黒部橋から。

四十八ヶ瀬大橋からは
進入できません。


